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業 績

◆ 売上高は前年同期比で増収

将来の成長に向けた積極的な投資を計画どおり実施

なお、2027年３月期の通期業績予想は、2026年５月13日発表値より変更なし。

2027年３月期 第１四半期決算及び業績予想
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損 益

• ＳＭＢＣグループ向け案件や自治体情報システムの

標準化案件、ＳＡＰビジネス案件のシステム構築が

増加したことを主因として増収

• 増収効果に加え、収益性の高いビジネスへ注力し

た結果、売上総利益は増益

• オフィス環境整備、給与のベースアップや人材育成

のための教育研修など、中期経営計画で掲げた成

長・基盤投資を計画どおり実施

• その結果、第１四半期時点では投資が先行し、減益

2026年
3月期1Q

2027年
3月期1Q

増減額
2027年

3月期予想

4,962 5,175 ＋ 213 25,700

1,285 1,361 ＋ 75

(25.9%) (26.3%) (+0.4%)

1,220 1,365 ＋ 145 ―

64 ▲ 4 ▲ 69 1,420

137 103 ▲ 33 1,620

92 71 ▲ 20 1,230

（百万円）

売上高

売上総利益

(売上総利益率)

―

販管費

営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する

四半期純利益



セグメント別業績の概要及び取組み

ト
ピ
ッ
ク
ス

 SMBCグループ向け情報化投資案件

・データガバナンス領域等、当面継続する見込

・案件対応力をさらに強化すべく、

人材確保・育成等の体制強化を推進

 AI駆動型モダナイゼーション案件への参画

・AIを活用したシステム改修・移行の効率化

 検証に着手

 自治体情報システムの標準化案件は、

2028年度まで継続

・今期は計画どおり進捗中

・来期以降のピークを見据えたSE体制強化を

推進

 さらなる顧客基盤拡大に向け、他社からの

移管受入調整を開始
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金融関連部門 公共関連部門 産業関連部門

業
績

前期にあった高採算の大口システム構築案件やOS

サポート終了に伴う特需案件の反動減に加えて、

ＳＡＰビジネスの人材育成投資等により、減収減益

売上高(百万円) セグメント利益(百万円)

売上高セグメント利益率(%)

1,662

2,064

20.2

24.6

2026年３月期１Q 2027年３月期１Q

335 507 ～～

2,062
1,864

19.0

15.0

2026年３月期１Q 2027年３月期１Q

390 280 ～～
1,237 1,246

5.4 5.4

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

2026年３月期１Q 2027年３月期１Q

66 67 ～～
前期に業績を伸長し、利益率を19％まで押し上げる

要因となった自治体情報システムの標準化案件が、

今期も計画どおり進捗し、前期並みの高水準を維持

ＳＭＢＣグループ向けデータガバナンス等の収益性

の高い情報化投資案件の堅調な受注・稼働を背景

に、システム構築が増加したことにより、増収増益

 ＳＡＰビジネスの体制強化（人材育成）を継続

・上流コンサルタント人材

・ＳＡＰのAI機能「Joule」を活用できるAI人材

 セキュリティ・デジタル基盤サービスの強化

・SCS評価(※)項目全体を一気通貫で支援開始

・セキュアなＩＴ基盤の構築から運用まで一貫

したサービスのラインナップを拡充

※SCS評価制度：サプライチェーン強化に向けたセキュリティ対策評価制度

順調に拡大し、業績をけん引 前期並みの高水準を維持 前期特需による反動減
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中期経営計画の進捗状況Topics

企業価値向上（ＰＢＲ１倍以上）の実現に向けた取組み

成長投資と株主還元のバランスを取りつつ、資本コストを意識した投資判断と
財務運営により、自己資本利益率（ＲＯＥ）の着実な向上を目指し、
その結果として株価純資産倍率（ＰＢＲ）の改善も図る

◆ 2027年３月期配当予想

６期連続の増配となる１株当たり年間６２円を予定

（2026年５月13日発表値より変更なし）

株主資本配当率（ＤＯＥ）導入による株主還元の充実

その他の取組み

経営指標：ＤＯＥ 3.5～4.0％

期末配当 中間配当 ＤＯＥ （ ）内は配当性向

7 9 12 17
3111

15
20

38

31

0
0.005
0.01
0.015
0.02
0.025
0.03
0.035

0
10
20
30
40
50
60
70

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度予想

1.2%
(26.9%)

1.5%
(30.0%)

2.0%
(31.3%)

3.2%
(50.3%)

７円UPの６２円

主な取組み①

2026年6月末時点

ＰＢＲ 株価（終値）

0.8倍 （+0.1） 1,399円 （+120）

※ ()内は2026年３月末比

 ＤＯＥを指標とした株主還元を実施

 キャッシュ・アロケーションに対する投資と

余剰資金の状況を考慮のうえ、改めて株主還

元にも配分

配当における基本方針

 役員退職慰労金制度の廃止 及び

役員株式報酬制度導入によるガバナンス強化

（それに伴う自己株式の取得・処分）
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中期経営計画の進捗状況Topics

開発プロセスの標準化とAI利活用により、短納期で高品質なサービス提供の実現に繋げる

要件定義から開発・運用保守まで一気通貫でAIを最大限に活用し、効果を最大化

要求・要件定義 開発・テスト 運用保守

システム開発における全工程をAIと協働する新たな開発プロセスの実現検証

2025年度 システム開発、運用保守の工程ごとにAIを活用し、生産性を高める取組みを実施

【課題】工程間の連動はなく、部分的な改善の範疇

各開発工程で必要となるデータをAIが使いやすい形式で一元管理
                       （業務知識、システム仕様、システム環境、ソースコード、保守情報 等）

AIデータの共通基盤

企業価値向上（ＰＢＲ１倍以上）の実現に向けた取組み

新たな収益獲得に向けた研究・商品開発主な取組み②

2026年度１Q

研究開発費実績

2026年３月期

１３７百万円

2027年3月期１Q

４1百万円
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中期経営計画の進捗状況

ＡＩ利活用を推進し、その実践知の蓄積・共有を繰り返すことにより、「事業における戦略的利活用」や「全社の生産性向上」を追求

Topics

AIの利活用

※ AI CoE （AI Center of Excellence）：各事業部門でAI活用を推進するリーダー役

SE・営業・スタッフ職種を問わず、全社でのAI利活用によるビジネスプロセス変革に向けた活動を加速

AIの“聞き方”を高めあう

「AIプロンプトコンテスト」を開催

• AIの社内活用を加速させるため、社員がプロンプト設計の工夫を持ち寄り、

互いに学びあう社内イベント「AIプロンプトコンテスト」を開催

• 気軽に参加できるコンテスト形式で、楽しさと学びを両立させながら、

日々の業務効率化や付加価値向上につながるアイデアを創出

各事業部と連携し、現場起点のＡＸを加速

ＡＸ推進部 × 事業部横断組織「AI CoE」が本格始動

• 2026年４月より、最高ＡＩ変革責任者（CAXO）・ＡＸ推進部を新設し、

急速に進化するＡＩの利活用を全社で推進するための組織・体制を構築

• 事業部横断組織「AI CoE」※を設置し、

本部・事業部と連携したAI利活用の企画・推進を開始

各現場の課題感や着想を共有しあい、全社横断で取り組む

テーマ例

 注力ビジネスを支える
ＥＲＰ人材向け「AIトレーナー」活用に向けた新育成モデルの検証

 パートナー人材と案件の保有スキルを踏まえたマッチング検証

 その他、契約書事務をはじめとした事務効率化 など

複数テーマでAI利活用の取組みをスタート 表彰事例

 情報管理ガバナンスに基づく
安全なAI利活用
（個人情報等の自動マスキング）

 開発業務の効率化
（SQLの生成・解説による開発効率向上）

 業務ノウハウの共有・伝承
（対話型業務マニュアル作成） など

総合計
応募件数

1,149件



中長期的な人材定着とスキル高度化、多様なライフイベントとの両立を支援し、事業成長を支える人材基盤の強化に繋げる
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中期経営計画の進捗状況

事業成長の源泉を「人」と捉え、 「新しいことに果敢に挑戦し、自ら主体的に行動できる自律的な人材」の獲得・育成・定着を進め、
事業成長を支える人材基盤の強化を図る

Topics

人的資本経営の進化

実際に触って確かめながらスキルを伸ばす「さわりーPark」

技術者向けオンライン学習サービスの活用を開始

• 【成長への挑戦機会】基礎から実務レベルまで段階的に学習可能な技術者

向けオンライン学習プラットフォームを通じ、最新技術や関連資格を自由に

学ぶことができる環境を整備

• 【成長機会×ダイバーシティ】育児・産休中の希望者も、自宅等から同環境の

利用を可能とし、多様なライフイベントとキャリア形成の両立を後押し

従業員の多様なキャリア形成を支援

「キャリアデザイン休職制度」を導入

• リカレント教育や社会貢献活動、配偶者の転勤への帯同などを目的として、

一定期間業務を離れ、その後復職できる「キャリアデザイン休職制度」を導入

• 社員の「いま一番やりたいこと」に挑戦できるよう、自律的なキャリア形成を

尊重し支援するとともに、社外での経験から、新たな知見や多様な視点を得

ることで、組織力の強化に繋げる仕組み

自身のスキルアップ 社会福祉分野・ボランティア 配偶者の転勤への帯同

ダイバーシティ・人権・健康経営へ取組み

ネットワーク・クラウド基盤（AWS等）

サイバーセキュリティAI・LLM

自宅会社

当社が注力するビジネスに必要な技術領域も学習可能

データサイエンス・統計

社員の処遇改善と優秀な人材確保・定着

３年連続平均５％の給与ベースアップを実施

成長機会の提供・研究開発への取組み

勤続３年以上の社員が対象
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2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

9.9

11.2

13.7 14.0

10

事業内容と状況

当社は、「金融分野」、「公共分野」及び「産業分野」の３つの事業分野から構成されており、独立した３分野が安定的

経営の基盤となっております。また、これら３分野に共通する事業基盤として、セキュリティ対策、ネットワーク・デジ

タル基盤の構築、データセンターサービス、運用支援サービス等を一体的に提供し、ビジネス拡大を図っています。

お客さまの経営課題を的確に捉えた提案で、デジタル化を通じた持続的な成長、社会の実現を支援しています。

金融分野 公共分野 産業分野

ＳＭＢＣグループ向け情報化投資

案件への対応、特にお客さまニー

ズの高い業務に注力し、ビジネス

拡大を図っています。

兵庫県内を中心とする「自治体情

報システム標準化」関連業務と、

子育て支援関連ソリューションの

全国販売に注力し、ビジネス拡大

を図っています。

民間企業向けのソリューションや

機器の販売、ＳＡＰを中心とするＥ

ＲＰソリューションに注力し、ビジ

ネス拡大を図っています。

事 業 分 野

ビ

ジ

ネ

ス

領

域

売上高(億円)

営業利益(億円)

営業利益率(%)

～ ～ ～ ～

2025年度

237億円

セキュリティ・デジタル基盤ビジネス

開発内製化支援ビジネス

その他ビジネス 機器販売ほか

ソリューションビジネス

地銀・信金ソリューション

運用支援ビジネス ＩＴ運用支援・ＢＰＯサービス・人材派遣

ソリューションビジネス

自治体・公団体・学校ソリューション

ソリューションビジネス

ＥＲＰ・業務ソリューション

金融

65.4億円

公共

71.4億円

産業

101.0億円

◆ 売上高
営業利益の推移

◆事業分野別売上高

セキュリティコンサルティング・デジタル基盤構築・
ネットワーク構築・データセンター・クラウドサービス
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経営環境と中長期課題

中長期課題

事業収益の積極活用によって高付加価値サービスを充実し

持続的成長を実現するサイクルを作り上げる

不確実性の高い経営環境において

「強み」を活かした収益力強化を実現
経営環境 課題認識

ＡＩの進化がさらに加速することを前提とした

経営戦略の必要性を認識し、中長期課題を設定

社会を取り巻く環境

人口・社会構造の
変化

ＡＩの劇的な進化

働き方の変化

サイバー攻撃の
深刻化

激しい変化

高い不確実性

当社の強み

安定基盤

「金融」「公共」「産業」の

独立した３分野が

安定的経営の基盤

豊富なノウハウ

公共、産業分野での

お客さまと培った

業務・システム開発・運用ノウハウ

ＳＭＢＣグループの

信用力と協働シナジー

アジリティ（機敏性）
の高い組織への変革

人的投資強化

新たな価値創造
へのチャレンジ

成長分野への

積極投資

持続的成長の実現・企業価値の向上

CopyrightⒸ2026 SAKURA KCS Corporation. 
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重要指標の早期実現

ＲＯＥ ８％以上

ＰＢＲ １倍以上

12

中長期ビジョン（成長戦略）
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2035年に
めざす姿

社会やお客さまビジネスの発展に貢献する高付加価値ソリューションの提供を通じた

高い収益力の獲得と企業価値の向上によるステークホルダーからのゆるぎない信頼の獲得

本中期経営計画期間（2026-28年度） 2029-35年度

ソリューションビジネス 高付加価値ソリューションの拡充、顧客を課題解決に導く提案力の強化

財務・投資戦略／人材戦略／ＡＸ戦略 ■企業価値向上の実現 ■人的資本経営の進化 ■ＡＩの利活用

237億円

14億円

６%売上高

営業利益

営業利益率

280億円

19億円

７%

300億円

32億円

11%

売上拡大 利益率改善

• ソリューションビジネス：飛躍的拡大

• 開発内製化支援：原価低減による利益率改善

• セキュリティ・デジタル基盤：

各種サービスの高度化による拡大

• ソリューションビジネス：積極投資・リソースシフト

• 開発内製化支援：ＡＩ利活用前提のビジネスモデルへ転換

• セキュリティ・デジタル基盤：大規模データセンターとの差別化、

セキュリティ対策と基盤構築～運用までの一体サービス拡充

事業戦略
コア・注力
ビジネス

開発内製化支援ビジネス ＡＩ利活用を前提とした生産性向上、提供価値の変革

セキュリティ・デジタル基盤ビジネス 高度なセキュリティ対策のノウハウ、新データセンターを活用したサービス展開

100億円規模の成長・基盤投資 持続的な成長投資サイクルの実現

ＲＯＥ 8.0%以上

ＲＯＥ 6.0％

ＰＢＲ 0.7倍

2025年度

2035年度

(2031年度)

(2028年度)

ＲＯＥ 6.4％

ＰＢＲ 1.0倍

202８年度 2031年度

事業ポートフォリオ（売上高構成比）



中期経営計画の全体像

４つの基本戦略とサステナビリティ基本方針で、中期経営計画の経営指標達成を目指す

４つの基本戦略

ＡＸ戦略 －ＡＩの利活用－
各戦略と連動しつつ、成長を加速

13

ソリューションビジネス
の強化

セキュリティ・データセ
ンタービジネスの拡大

収益力強化事業戦略との連動

資本配分の
適正化

資本市場からの
期待値最大化

育成投資・
採用強化

エンゲージメント
向上

事業戦略

－ポートフォリオ変革－

人材戦略
－人的資本経営の進化－

投資・財務戦略
－企業価値向上の実現－

CopyrightⒸ2026 SAKURA KCS Corporation. 
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ＳＭＢＣグループ向け
ビジネスの着実な成長

ＳＭＢＣグループの一員としてＳＭＢＣグループの定めるサステナビリティに関する方針

等に沿いつつ、さくらケーシーエスグループの経営理念に基づく企業活動を通じて、「持

続可能な社会」の実現と「さくらケーシーエスグループの持続的な成長」の実現に取り組

みます。

経営理念

• 社内手続きの完全電子化

• ＩＴサービスを通じた貢献

• キャリア形成支援

• ダイバーシティ推進

• 健康経営推進

• ＡＸ推進

• セキュリティ対策

ソリューション提供

緑の地球

ＳＫＣＳグループ
私たちの取組み

幸せな成長輝く人々

社会・お客さまの信用 会社の繁栄 社員の成長

持続的成長の
源泉である

人材への積極投資

多様な人材が
いきいきと

活躍できる就労環境

深刻化するサイバー
セキュリティリスクへの

継続的な対策強化

サステナビリティ基本方針

持続的成長を支える経営基盤の重点強化テーマ
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中期経営計画の経営指標

ＲＯＥ８％を将来の目標値として、利益水準の向上と適切な自己資本水準を目指す

CopyrightⒸ2026 SAKURA KCS Corporation. 

All Rights Reserved.

2025年度実績 2028年度目標 （2025年度比）

売上高 237億円 280億円 （CAGR 5.6％）

営業利益 14.0億円 19.0億円 （CAGR 10.6％）

営業利益率 5.9％ 6.8％ （＋0.9pt）

経常利益 16.0億円 21.0億円 （CAGR 9.4％）

親会社株主に帰属する

当期純利益 12.2億円 14.4億円 （CAGR 5.6％）

ＲＯＥ ※2026年３月末の数値から算出 6.0％ 6.4％ （＋0.4pt）

３年間の戦略的成長投資 100億円

人材への投資 持続的成長の源泉である人材に積極投資 1人当たり 年間教育・研修投資 12万円以上（売上高比率0.6%以上水準）

多様性の受容と活躍
多様な人材がいきいきと活躍できる就労環境

の整備と企業風土の醸成に取り組む

従業員アンケートにおける

エンゲージメントスコア
年１回以上、従業員アンケートを実施

結果を施策反映

男性育児休暇取得率 100％

管理職に占める女性の割合 10％以上

セキュリティリスク対応
深刻化するサイバーセキュリティリスクに、

有効な対策の強化に継続的に取り組む
連結売上高セキュリティ投資
比率 0.5％以上の水準維持 ※ＪＣＩＣ推奨値

株主還元ＤＯＥ 3.5～4.0％

非

財

務

財

務

2022年度
実績

2025年度
実績

売上高 235億円 237億円

営業利益 9.9億円 14.0億円

営業利益率 4.2％ 5.9％

経常利益 10.3億円 16.0億円

親会社株主に帰属する

当期純利益 7.4億円 12.2億円

ＲＯＥ
※2026年３月末の数値から算出

4.3％ 6.0％

（2025年度実績 3.2％）

◆参考情報
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事業戦略の骨子

事業戦略
ＳＭＢＣグループ向けビジネスの着実な成長を下支えとして、高収益が期待できるソリューション

ビジネスへの積極投資とリソースシフトを進める
ポートフォリオ変革

①ソリューション

ビジネスの強化

②ＳＭＢＣグループ向け

ビジネスの着実な成長

③セキュリティ・データセンター

ビジネスの拡大

• 当社が長年培った実績と信頼を活かし、安定的かつ着実なビジネス拡大を見通せる領域

• ＳＭＢＣグループのデジタル戦略において、データガバナンス領域などの強みが活かせる領域に注力し、収益力を高める

• ＳＭＢＣグループのＡＩ活用拡大と連動し、「労働力の提供」から「ＡＩを活用した価値提供」への転換を進める

• サイバーセキュリティリスク、サプライチェーンリスクの増大が社会課題となる中、当社ノウハウが活かせる領域

• 金融機関向けサイバーセキュリティフレームワーク（CRI Profile）に則した自社対策ノウハウと、2025年10月に開設した

新データセンターの強固なファシリティ、ＩＴ運用の自動化ノウハウを最大限活用したサービス展開を強化する

• セキュリティ対策からＩＴに欠かせないデジタル基盤の構築、運用サポートまで、ＩＴライフサイクル全体をカバーするサービスの

拡充によって、お客さまビジネスに安心と安定を提供し、収益力を高めるとともに社会の発展に貢献する

データセンター・監視・運用サービス

地銀・信金ソリューション自治体ソリューションＥＲＰソリューション（ＳＡＰほか）

学校ソリューション

金融 データガバナンス強化

業務ソリューション（経理・化学）

共通

ＥＵＣ※１（ＲＰＡ・自動化・ＡＩ／データ活用）

サイバーセキュリティ

評価・対策・検知

サイバーセキュリティ

データ保護・復旧

※１ ＥＵＣとは、業務担当者（エンドユーザー）が、ＩＴ部門の介入を最小限に抑えつつ、自ら業務に必要なシステムやツールを作成・運用する考え方です。

• 当社にとって最大の「伸びしろ」となるビジネス領域

• ＤＸをはじめとするお客さまの課題解決を実現するソリューション提供を拡充し、ビジネス拡大を図る

• ＳＭＢＣグループ企業が提供するサービスとの連携によるシナジーやＡＸ推進によって顧客提供価値を最大化させる

CopyrightⒸ2026 SAKURA KCS Corporation. 
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金融
公共産業
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事業戦略 ポートフォリオ変革

セキュリティ・

デジタル基盤

効率性重視領域 リソースを積極投入する領域

育成事業

コア・注力事業安定事業

構造変革事業

開発内製化

支援

運用

支援

その他

当社のビジネス領域 事業ポートフォリオ

強
み

市場性小 大

弱

強

着実な成長が見込めるＳＭＢＣグループ向け「開発内製化支援ビジネス」と、注力ビジネスと位置付ける「ソリューションビジネス」、
「セキュリティ・デジタル基盤ビジネス」への積極的な投資とリソース投入を行う

開発内製化

支援ビジネス

・主にＳＭＢＣグループ及び大手金

融機関の開発支援

・モダナイゼーション

ソリューション

ビジネス

・主に公共、産業分野における自

社及び他社ソリューションの販

売・導入・保守

セキュリティ・

デジタル基盤

ビジネス

・セキュリティコンサルティング

・ＩＣＴ機器及び基盤系ソフトウェア

の設計・導入・保守

・データセンター（ＤＣ）・監視・運用

サービス

運用支援

ビジネス

・主に公共、金融分野における

ＩＴ運用支援

・ＩＴ及び事務人材派遣

・ＢＰＯサービス

その他ビジネス

（機器販売ほか）

・公共、産業分野における機器

販売など

サイバー

セキュリティ

ＤＣ・

監視・運用
ＳＭＢＣ

自治体

学校

ＳＡＰ

経理

地銀・信金

ソリューション

化学

CopyrightⒸ2026 SAKURA KCS Corporation. 
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人材戦略

人的資本経営
の進化

「新しいことに果敢に挑戦し、自ら主体的に行動できる自律的な人材」の獲得・育成・定着を進め、事業成長を支える人材基盤の強化を図る

従業員への還元

人事評価制度の抜本的な見直し

働きやすい職場環境整備

ダイバーシティ・人権・健康経営

事業成長で得られた成果を、賃金・賞与・福利厚

生・教育研修など多面的な形で、従業員へ還元

成長と挑戦を正しく評価に反映できる人事評価制

度へ抜本的に見直す

快適に働くことができるオフィス環境への転換

• 集中とコミュニケーションの双方を大切にしたフリー

アドレス化やリラックススペースの拡充

• 職種を問わず、働きやすく学びあえるよう、設備・レ

イアウトにこだわったオフィスづくり

多様な人材が、多様な働き方で、いきいきと活躍

できる就労環境と制度の充実

• 在宅勤務やフレックス勤務制度の活用

• 出産・育児・介護を安心して両立できると支援

• 安心してパフォーマンスを発揮できる健康経営を推進

 「変化を恐れずチャレンジする文化」 「人材確保と育成を全社で推進する文化」 「自らキャリアを切り開こうとする文化」企業文化の変革

成長機会の提供・研究開発への取組み

一人ひとりの成長への挑戦機会と環境を整備

• 基礎から実務レベルまで段階的に学べる学習プラット

フォームの提供

• ＡＩなどの新技術に実際にふれる「さわりーPark」、モチ

ベーションを高めあう「もちカフェ」、トッププレイヤーに

学ぶ「座談会」の開催 等

CopyrightⒸ2026 SAKURA KCS Corporation. 
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ＣＡＰＭによる株主資本コスト
４～６％程度

18

投資・財務戦略 現状分析と課題

投資・財務戦略 企業価値向上の実現 ＲＯＥと株主資本コストの推移から現状把握と課題を分析し、ＰＢＲ１倍以上を目標とする

• 収益性は、高収益案件に注力したことに加え、品質管理

の強化による不採算案件抑制が、ＲＯＥ向上に寄与

• 資産効率は、低下傾向にあり投入した資本に対して売上

高が十分に貢献できていない

• 財務レバレッジは、低水準で安全性が高い一方で、ＲＯＥ

が伸び悩む要素となり、資本構成の最適化が必要

ＰＢＲは依然として１倍を割れている状況

さらなる収益性向上と適正な資本配分に取組み、

企業価値向上を目指す

現状分析

業界平均 当社

収益性
（売上高利益率） 4.6％ 5.1％

資産効率
（総資産回転率） 1.10回 0.91回

資本活用度
（財務レバレッジ） 1.73倍 1.28倍

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2028年度 2031年度 2035年度

4.3%

4.8%

5.9%
6.0%

ＰＢＲ 0.7倍

6.4%
ＰＢＲ 1.0倍

8.0%
ＰＢＲ 1.2倍

10.0%
ＰＢＲ 1.5倍

※2026年３月末の数値から算出

CopyrightⒸ2026 SAKURA KCS Corporation. 
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ＲＯＥと株主資本コストの推移
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投資・財務戦略 課題を踏まえた取組みと目標

以下の３つの課題に対して、具体的な施策と目標を掲げ、企業価値の向上を図る

CopyrightⒸ2026 SAKURA KCS Corporation. 
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課題 具体施策と目標 効果

ビジネスの

収益力強化

資本配分の

適正化

資本市場からの
期待値最大化

• 伸びしろあるソリューションビジネスを強化

• ＳＡＰなどの注力領域へのリソース投入

• ＳＭＢＣグループ向けのＩＴ投資拡大＝着実な取引

拡大

• 市場成長を見込むセキュリティビジネスへの注力

営業利益

CAGR 10%

• 事業戦略に応じた教育拡充・人材採用

• 社員エンゲージメント向上のための福利厚生

• 新たな収益獲得に向けた研究・商品開発

• 生産性向上のための社内インフラ投資

• Ｍ＆Ａやアライアンスによる資本提携の実施

キャッシュ

アロケーション

の遂行
（次ページ）

• ＤＯＥ導入による株主還元の充実

• 役員株式報酬の導入によるガバナンス強化

• 持ち合い株式の段階的解消の推進

• 投資家との積極的かつ建設的な対話・ＩＲ強化

各施策の

遂行

資本効率の

向上
(ＲＯＥ)

株価上昇
(ＰＥＲ)

企業価値の

向上
（ＰＢＲ１倍以上）
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投資・財務戦略 キャッシュ・アロケーション方針

３年間営業Ｃ／Ｆ

約125億円
（人材投資・研究開発控除前）

手許資金

成長投資

人材投資 約45億円 • 事業戦略に連動したキャリアパスや育成カリキュラムのさらなる拡充

• 事業戦略に必要なキャリア人材の積極的な採用

• 社員エンゲージメント向上のための福利厚生の整備

• 生成ＡＩなどの新たなソリューションに繋げる研究への投資

• 将来の売上拡大や収益力強化に向けたサービス創出への投資

研究開発 約5億円

商品力強化 約15億円

戦略投資 （手許資金） • 企業価値を高めるＭ＆Ａやアライアンスによる資本提携の実施

基盤投資 設備投資 約40億円
• 生産性・効率性向上を目的とした社内インフラへの投資

• 働きやすいオフィス環境の整備

株主還元
安定配当

自己株式取得
ＤＯＥベース

• 本計画期間においてＤＯＥ3.5～4.0%水準を確保

• キャッシュ・アロケーションに対する投資と余剰資金の状況を

考慮のうえ、改めて株主還元にも配分

• 自己株式の取得も視野に還元施策を推進

運転資金（賃借料や人件費等の固定費）

• 中期経営計画期間において獲得した収益（営業Ｃ／Ｆ）は内部留保せず、投資・株主還元をバランスよく実施する

• 戦略投資は、手許資金からの配分を基本とする（手許資金を超える投資も排除しない）

• ＤＯＥを新たな指標とし、資本効率を意識した高水準かつ安定的な株主還元の充実を図る

キャッシュイン キャッシュアウト

CopyrightⒸ2026 SAKURA KCS Corporation. 
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2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度
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投資・財務戦略 株主還元・資本政策

• ＲＯＥが資本コストを上回る水準を確保しながら、過剰な

自己資本は株主還元や成長投資に振り向け、停滞する資

本を削減

• ＤＯＥを指標とし、安定的かつ積極的な株主還元を実施

• 自己資本と負債のバランスを検証し、最適な資本構成を

維持

• 資本コストを踏まえた保有メリットや資本効率の観点から

保有合理性を検証

• 保有目的が希薄化した銘柄については、段階的かつ計画

的に売却を進め政策保有株式の20%程度の売却完了を

目指す

• ＤＯＥを指標とした株主還元を実施

• キャッシュ・アロケーションに対する投資と余剰資金の

状況を考慮のうえ、改めて株主還元にも配分

• 株主還元を、経営の重要課題として認識し、 「高水準かつ安定的な配当」を積極的に推進

• 財務体質を強化するため、政策保有株式の削減を推進

1.2%
(26.9%)

1.5%
(30.0%)

2.0%
(31.3%)

3.2%
(50.3%)

18.00

24.00

32.00

55.00

配当金とＤＯＥの推移

配当における基本方針

政策保有株式の売却

自己資本の最適化

期末配当 中間配当

ＤＯＥ

（ ）内は配当性向

ＤＯＥ
3.5～4.0％

CopyrightⒸ2026 SAKURA KCS Corporation. 
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◆ 資本政策
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ＡＸ（ＡＩ Transformation）戦略

事業における戦略的利活用

エンジニア価値の再編

「実装者」から「価値創出の設計者・指揮者」へ

• 開発プロセスの変革

• 開発品質と生産性の飛躍的な向上

• 新たな価値創造

ＳＫＣＳ
ＡＩ成熟度モデル

初期
レベル

１
部門や個人の裁量に依存し

た非公式な利用に留まり、

戦略、ポリシー、ガバナンス

体制はほぼ存在しない

準備・ＰｏＶ
レベル

２

ビジネス活用
レベル

３

戦略的活用
レベル

４

最適化・革新
レベル

５

特定領域や部門でのＰｏＶ※１

が開始、少数の専門チーム

が形成されるも成功事例の

横展開は限定的

ＡＩが一部のビジネスプロセ

スに組み込まれ、複数の部

門で一貫した結果が生み出

されている

ＡＩが全社のビジネスプロセ

スに浸透し、顧客価値、事業

価値向上のために戦略的に

活用され、競争優位性の源

泉となる段階

ＡＩが新たなビジネスモデル

の創出や業界の変革をけん

引する段階

2025年

2028年

目標到達点

全社の生産性向上

ＡＩとの共創による営業の高度化

間接業務は、ＡＩによる支援からＡＩ指揮者へ転換

• 営業効率向上と営業力強化の両立

• 間接業務の属人化排除と生産性向上

全社業務でＡＩを利活用し、その実践知の蓄積・共有を繰り返すことで、「ビジネスプロセスの変革」と、「新たな価値を創造」を実現する

CopyrightⒸ2026 SAKURA KCS Corporation. 
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※１ ＰｏＶとは、「Proof of Value（価値実証）」の略で、製品やサービスが実際にどれだけの価値を提供できるかを検証するプロセスを指します。
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推進方針
(ガバナンス)

ＡＩ利活用によるリスクを情報セキュリティと一体で捉え、
ステークホルダーにとって受容可能な水準でマネジメントする体制を整備、運用する

経営理念及びＡＩコミットメントに基づき、 CAXOの統括のもと、「ＡＩ・セキュリティ統合ガバナンス体制」を構築し、ＡＸ戦略を加速的に推進

• ＡＩ利活用によって、お客さまと社会の発展に貢献する新しい価値提供を目指します

• 人の可能性、成長、活躍のためのＡＩ利活用を目指します

• ＡＩ利活用を通じてサステナブルな社会の実現に貢献することを目指します

• 人間による意思決定を尊重するＡＩ利活用を推進します

• ＡＩの透明性と説明責任を果たすよう努めます

ＡＩコミットメント

社会・お客さまの信用

会社の繁栄

社員の成長

• 倫理性と透明性

• 安全性とセキュリティ

• 法令遵守と規制対応

• 公平性と説明責任

• 人間中心の設計

• 教育とリテラシーの向上

• 継続的な改善と監査

ISO/IEC 42001要件
(AIマネジメントシステム規格)

ＡＸ戦略 推進・ガバナンス体制

ＣＡＸＯ （最高ＡＩ変革責任者）
利活用状況の

評価・改善

利活用・教育

機会の提供

実践知の

蓄積・共有

ＡＸ
推進 ＡＩ CoE 専任組織と各事業部門が連携

    ＡＸ推進部 × 事業部推進リーダー

経営理念

◆ 推進体制

ＡＩ・セキュリティ統合ガバナンス体制を構築

社内推進役を明確化 外部団体への参画

全体統括◆ 推進プロセス

CopyrightⒸ2026 SAKURA KCS Corporation. 

All Rights Reserved.
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サステナビリティ 基本方針と取組み

私たち（さくらケーシーエスグループ）は、ＳＭＢＣグループの一員としてＳＭＢＣグループの定めるサステナビリティに関する方針等に沿いつつ、さくらケーシーエスグループ

の経営理念に基づく企業活動を通じて、「持続可能な社会」の実現と「さくらケーシーエスグループの持続的な成長」の実現に取り組みます。

具体的には、持続的成長の源泉である人材への積極投資、多様な人材がいきいきと活躍できる就労環境と企業風土の醸成への取組み、さらには深刻化するサイバーセキュリ

ティへの継続的な対策強化を経営基盤の重点強化テーマに定めます。

さらに、社会・お客さまから信頼され、選ばれ続けるさくらケーシーエスグループであるために、技術革新やサービス品質の向上を推進し、持続的成長を支える強固な経営

基盤の構築に努めてまいります。

ＳＭＢＣグループ
社会的価値創造宣言

• 社内手続きの完全電子化

• 取引書類の電子化

• 再生可能エネルギー利用率向上

• ＩＴサービスを通じた貢献

• キャリア形成支援

• ダイバーシティ推進

（女性活躍、シニア活躍）

• 健康経営推進

• 寄付等の社会貢献活動

• 子育て・介護支援

• ＤＸソリューション推進

• ＡＸ(ＡＩ Transformation)推進

• セキュリティ対策ソリューション推進

ＳＫＣＳグループ サステナビリティ方針

緑の
地球

輝く
人々

幸せな
成長

持続的成長の源泉である
人材への積極投資

多様な人材がいきいきと
活躍できる就労環境

深 刻 化 す る サ イ バ ー
セキュリティリスクへの
継続的な対策強化

持続的成長を支える
経営基盤の重点強化テーマ

私たちの取組み

経営理念

社会・お客さま
の信用

会社
の繁栄

社員
の成長

CopyrightⒸ2026 SAKURA KCS Corporation. 
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ＩＴ価値を提供することにより、社会・お客さまの発展に貢献する。

変化に対応できる強靭な企業体質を構築し、企業価値の向上を図る。

個⼈価値を自ら向上させ、組織貢献できる社員に活躍の場を提供する。
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サステナビリティ 経営基盤の重点強化テーマと５つの指標

人材への投資

持続的成長の源泉である人材に積極
投資します

• 自律的なキャリア形成を支援する教育・研修機会の充実

• ＡＩの利活用・教育の機会を提供し、社員の自律的な成長を支援

• 多様なスキル形成を支援する社内異動、ジョブローテーションの
活性化

セキュリティリスク対応

深刻化するサイバーセキュリティリスクに、
有効な対策の強化に継続的に取り組み
ます

• ゼロトラストを前提としたセキュリティ対策の高水準での維持、
改善と定期的な診断、監査の実施

• インシデント発生時の迅速かつ適切な対応を実現するための
ＣＳＩＲＴの維持、改善

• セキュリティとＡＩ利活用におけるリスクを統合的に管理する
体制整備とマネジメントシステムの運用

連結売上高
セキュリティ投資比率

0.5％以上
の水準維持

1人当たり
年間教育・研修投資

12万円以上

重点強化テーマ 私たちの主な取組み 経営指標（非財務）

多様性の受容と活躍

多様な人材がいきいきと活躍できる
就労環境の整備と企業風土の醸成に
取り組みます

• 心身ともに健康でいきいきと働き続けられる就労環境、制度の
整備（健康経営の実践）

• 子育て、介護の両立を支援する制度の周知と活用促進（男性育
児休暇取得推進など）

• 「女性活躍推進法」に基づく一般事業主行動計画の策定と推進

従業員アンケート
における
エンゲージメントスコア

年１回以上

管理職に占める女性の
割合

10％以上

男性育児休暇取得率

従業員アンケートを実施
結果を施策反映

（売上高比率
0.6%以上水準）

100％

※ＪＣＩＣ推奨値
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◆ 免責事項

• 本資料の作成にあたり、当社が入手可能な情報の正確性や完全性に依拠し、作成しております。

• また、発表日現在の将来に関する前提や見通し、計画に基づく予想が含まれている場合がありま
すが、 これらの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する
一定の前提に基づいており、当社として、その達成を約束するものではありません。

• 当該予想と実際の業績の間には、経済状況の変化や顧客のニーズの変化、他社との競合、法規制
の変更等、今後のさまざまな要因によって、大きく差異が発生する可能性があります。

※記載されている各社の企業名、製品名、サービス名は各社の商号、商標または登録商標です。
※本資料に記載されているシステム名、製品名などには、必ずしも商標表示（ 、®）を付加していません。


